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【目的】カテキンおよびテアフラビンの食品保存料としての実用化のため、

Salmonella Typhimurium (ST) と Listeria monocytengens (LM) に対する食品

添加物との併用効果について検討した。 
【方法】エピガロカテキンレート（EGCg）を 95％含有する EGCg 製剤およびテア

フラビン類を 40％含有する紅茶抽出物テアフラビン（TF）製剤を用いた。96 穴

マイクロタイタープレートの各ウェルにグルコース添加アンモニウム（GA）培地、

ポリフェノール製剤溶液、食品添加物溶液、菌液を添加し、37˚C で 48 h 培養後、

生菌数を測定した。細菌は LP 希釈液中に回収し、PBS による希釈菌液を TSA

に 10µL スポット接種し、37˚C で 48 時間培養後にコロニー数を測定して生菌数

を求めた。併用効果の程度を調べるために、各物質の最小発育阻止濃度

（MIC）値と併用時の MIC 値から Fractional inhibitory concentration (FIC)を求

めた。 

【結果】本研究で、ポリフェノール製剤と併用したのは酢酸ナトリウム、クエン酸ナ

トリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、EDTA、エタノール、ナイシン A、および塩

化ナトリウムであった。ST に対して、EGCg 製剤は 125 mg/L で、5 mg/mL ヘキ

サメタリン酸ナトリウム、0.01 % EDTA、4 % 塩化ナトリウムおよび 0.05 % クエン

酸ナトリウムとそれぞれ相乗効果を示した。TF 製剤は 125 mg/L で 0.1 % EDTA

と、250 mg/L で 1 mg/mL ヘキサメタリン酸ナトリウムとそれぞれ相乗効果を示し

た。TF 製剤は 500 mg/L で 2% エタノールと、EGCg 製剤は 500 mg/L で 4% エ

タノールとの併用で抗菌活性を示したが効果は相加的であった。一方、LM に

対して、EGCg 製剤は 15.6 mg/L で 0.3 mg/mL ヘキサメタリン酸ナトリウムおよ

び 1 % 塩化ナトリウムとそれぞれ相乗効果を示した。TF 製剤は、7.8 mg/L で、

EGCg 製剤同様に 0.3 mg/mL ヘキサメタリン酸ナトリウムおよび 1 % 塩化ナトリ

ウムとそれぞれ相乗効果を示した。TF 製剤は 7.8 mg/L で 0.001 % EDTA およ

び 8 % エタノールと、EGCg 製剤は 15.6 mg/L で 6 % エタノールとの併用で抗

菌活性を示したが効果は相加的であった。 
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